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▲沖縄国際ハブクラスター推進体制

▲会議の様子（於：合同庁舎2号館）▲事例紹介の様子

※
国
際
物
流
拠
点
活
用
推
進
事
業
ほ
か
、

　
経
済
産
業
部
の「
貿
易
と
国
際
化
」の

　
取
組
の
詳
細
は
こ
ち
ら

　
経
済
産
業
部
で
は
、
平
成
30
年
度
の
沖
縄
国
際
ハ
ブ

ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
会
議（
議
長
：
沖
縄
経
済
同
友
会
代
表

幹
事　

大
嶺　

滿
）を
平
成
30
年
９
月
に
開
催
し
ま
し

た
。

　
本
推
進
会
議
は
、
ア
ジ
ア
経
済
成
長
の
需
要
を
確
実

に
取
り
込
む
た
め
、
産
学
官
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
市
場
開
拓
や
事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

企
業
を
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
に

継
続
し
て
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
、
沖

縄
の
市
場
と
の
近
接
性
や
気
候
な
ど
の
地
域
特
性
、

E
P
A
/
F
T
A
の
通
商
の
枠
組
み
な
ど
を
活
用
し

て
、
ア
ジ
ア
市
場
と
取
引
を
展
開
し
、
ま
た
、
市
場
獲

得
可
能
な
高
い
技
術
や
製
品
輸
出
を
よ
り
強
化
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
取
組
を
確
実
に
推
進
す
る

た
め
、
①
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
強
化
、
②
物
流
・
加

工
の
高
度
化
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
対
応

の
3
つ
の
戦
略
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
と
の
取
引
が
増
加
す
る
中
で
貿
易
の
安

全
・
安
心
を
担
保
す
る
貿
易
保
険
制
度
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
の
事
例
と
し
て
沖
縄
国
際
物
流
拠
点
活
用
推
進

事
業
※
に
採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、（
株
）沖
縄
医

療
機
器
開
発
事
業
の
高
谷
社
長
、（
株
）フ
ラ
ッ
プ
下
田

社
長
か
ら
沖
縄
に
進
出
し
た
経
緯
や
沖
縄
で
事
業
を
行

う
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
に
つ
い
て

【
経
済
産
業
部
】

ア
ジ
ア
市
場
の
獲
得
に
向
け
て
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貿
易
中
核
人
材
育
成
研
修
が
始
動
！

第
1
回
目
の
研
修
を
開
催

自社の機能などの理解、相手のニーズ・課題の把握、既存商品・サービスを販売できる人材
取引相手の顧客やサプライチェーン上の各プレイヤーのニーズ・課題を把握し、既存商品・
サービスを販売できる人材
サプライチェーン全体を見渡し、新たな商品・サービスを創出し提案・販売できる人材
このような人材を育成することにより、これまで取りこぼしていた商機の獲得やお互いの利害
調整など、サプライチェーン上の各業界が協力し、海外市場獲得に向け、競争力を強化します。

【お問合せ】　内閣府沖縄総合事務局 経済産業部 商務通商課　TEL：098－866－1731

　
ア
ジ
ア
市
場
の
獲
得
に
向
け
て
、琉
球

泡
盛
海
外
展
開
、人
材
育
成
、モ
ノ
づ
く

り
や
物
流
事
業
へ
の
補
助
、大
交
易
会
へ

の
参
画
な
ど
、産
学
官
金
で
様
々
な
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
中
か
ら
、最

近
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
（
一
社
）沖
縄
県
貿
易
協
会（
会
長
：

新
垣
旬
子（
㈱
新
垣
通
商
社
長
）以
下
、

貿
易
協
会
）で
は
沖
縄
型
産
業
中
核
人
材

育
成
事
業（
平
成
30
年
度
内
閣
府
委
託
事

業
）を
活
用
し
て
、
沖
縄
の
商
流
及
び
物

流
機
能
を
軸
と
す
る
貿
易（
中
継
・
加
工

含
む
）に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得

す
る
た
め
の
商
談
型
人
材
育
成
研
修（
全

７
回
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

稼
げ
る
貿
易
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
農
水
産
品
、
工
業
製
品
な
ど
の
生

産
者
か
ら
、
陸
海
空
の
物
流
、
地
域
商

社
な
ど
様
々
な
企
業
や
団
体
が
市
場

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
生
産
者
か

ら
海
外
消
費
者
ま
で
、
製
品
の
品
質
を

維
持
し
、
適
切
な
価
格
設
定
で
届
け
る

な
ど
、
一
連
の
流
れ
を
全
体
最
適
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
沖
縄
貿
易
人
材

育
成
研
修
で
は
３
段
階
の
レ
ベ
ル
を
設

け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
９
月
12
日（
水
）、
那
覇
市
に
て
第
１
回

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
相
手
に
自
社
を
売
り
込
む

３
分
ピ
ッ
チ
を
行
い
、
短
時
間
で
説
明
す

る
難
し
さ
を
知
り
、
対
話
か
ら
得
ら
れ
た

情
報
を
分
析
・
整
理
し
、
説
明
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
習
得
す
る
た
め
の
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
生
相
互
に
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
研
修
は
盛
り

上
が
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
研
修
の
修
了
基
準
を
満
た
し

た
受
講
生
に
対
し
て
は
、
内
閣
特
命
担
当

大
臣
か
ら
終
了
証
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

貿
易
中
核
人
材
育
成
研
修

［レベル1］
［レベル2］

［レベル3］
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